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INTR00UCT10N

2022年 9月 27日、日本武道館で行わ

れた国葬。その同時刻、渋谷では、あ

る一作が上映されていた一一。上映が

終わり、ライトアップされたステージの

先に立っていたのtよ、監督・足立正生

だ。その作品は8月 末に密かにクラン

クインし、8日間の撮影、間髪入れず

に編集作業に突入、クランクインから

一月後にあたる国葬当日に緊急上p決

を行うという離れ業を演じた。足立正

生が6年ぶりに描くのは、安倍晋三元

首相暗殺犯の容疑者。民意をも無視

を決め込み、国会は機能を停止。そ

のような状況下で再び、映画の持つ

創造力と荒々しいスピードを取り戻魂

容疑者の犯行を人はテロと呼び、民

主主義への最大の挑戦と呼んだ。し

かし、それは本質をついているだろう

か。この犯行をきっかけとして、政治

家と続―教会の尋常ならざる癒着ぶ

り、保守を標榜する政党の畑熟の果

ての退廃ぶりが公に阻された。この映

画はもちろん、その足非を問うもので

はない。しかし、シングルマザー、宗

教二世、派遣労十動と、この国の貧困

を体現してきた一人の男が自分と対極

にある一人の男を暗殺する、それに至

る過程を描くことで、この国に決定的

に欠けているものを知らしめることに

なることを望む。
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川上達也は、一人、ずっと日き間の中で

生きてきた。記1臆のある明るい時間は、

父が生きていた時代。普通よりは裕福

な家庭で育ち、父が経営する会社も順

調、優しい母、頼もしい兄と可愛い妹

に囲まれて何不自由のない生活を送っ

ていた。しかし、仕事と人間関係に疲

れ果てた父の自殺からすべてが一変す

る。兄は癌の治療、転移よる後遺症で

片目を失明し自累自棄となり、妹は急

に貧しくなった生活に戸惑い反抗的に

なる。達也は、目指していた大学進学 ・ィ|
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の道を断念する。母は、すがる思いで 鞘  |
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統一教会に入信する。そして、父が残

した生命保険も教団に献金を繰り返
=どし、遂には自己破産をしてしまう。そん 01

な時、母を奪い返すために教団の施設

に向かった兄は、屈強な教団職員に囚

4 われの身となる。最も親しみを感じ、頼

そ

りにしていた兄も、絶望の果てに自死す

る。それ以来、希望も失い皓間のなか

を街得っていた。自分を、家族をここま

で追い込み、すべてを失わせた元凶で

ある教団への復讐を誓う。かつて自衛

隊にいたときの経験を思い出し、改造

拳銃を自分の部屋に閉じこもり作り続

ける、確かな目的もなく。孤独の中で達

也は「僕は星になれるのか」と瞑目する。

ある日、元首相が、自分が育った場所

に選挙応援でやってくることが知らされ

騒 る。早朝、身を整理した達也は、静か

に部屋を出る
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2023年 6月 16日 (金)19:15～ (開場 18:45)※ 上映時間75分。上映後、足立正生監督の トークイベントあり。

■場所  小金井・ 宮地楽器ホール Jヽホール (JR中 央線。武蔵可ヽ金井辱尺商口より徒歩I分 )

■入場料 前売 l,000円 /当 日 l,200円

■主催  小金井平不ロネッ ト

■申込・問合せ QRコ ードの「メール作成日面はこちら」をクリックしてお申し込みください。お電話の方は、安藤 (042-385-3937/平 日守:00～ 17:00)ま で。
※留守電の場合はお名前とお電話番号を残してください。お支払いは、当日、受付にてお願いします。
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